
マネージメントの要点

糖尿病と高血圧
　糖尿病に合併する高血圧治療で耐糖能、脂質代謝などに及ぽす

　各種血圧降下剤の影響

郎
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は
じ
め
に

　
わ
が
国
に
お
け
る
死
因
の
第
一
位
は
癌
、
第
二
位
は
心

臓
病
、
第
三
位
は
脳
血
管
障
害
と
、
近
年
、
死
亡
順
位
の

変
遷
が
み
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
長
年
死
因
の
第
一

位
で
あ
っ
た
脳
血
管
障
害
の
死
亡
順
位
は
、
減
塩
の
効
果

と
各
種
降
圧
剤
の
適
切
な
臨
床
使
用
に
よ
り
、
昭
和
五
六

年
に
は
癌
と
入
れ
替
わ
っ
て
第
二
位
と
な
り
、
さ
ら
に
六

〇
年
に
は
心
臓
病
が
第
二
位
と
な
り
、
脳
血
管
障
害
は
第

三
位
と
な
っ
て
い
る
。

　
虚
血
性
心
臓
病
と
脳
血
管
障
害
の
基
礎
疾
患
と
し
て
は
、

高
血
圧
と
糖
尿
病
、
そ
し
て
高
脂
血
症
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
糖
尿
病
患
者
の
高
血
圧
の
合
併
症
は
、
一
般
人

口
中
の
高
血
圧
頻
度
よ
り
高
く
、
米
国
に
お
い
て
も
、
糖

尿
病
に
高
血
圧
を
合
併
す
る
比
率
は
、
糖
尿
病
を
有
し
な

い
場
合
に
比
べ
て
約
二
倍
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
冠
動

脈
造
影
に
よ
り
明
ら
か
な
病
変
が
認
め
ら
れ
た
患
者
の
二

四
％
に
糖
尿
病
が
み
ら
れ
、
耐
糖
能
異
常
を
合
わ
せ
る
と

四
八
％
に
達
し
て
い
る
。
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糖
尿
病
と
高
血
圧
を
合
併
す
る
場
合
の
治
療
の
目
標

　
糖
尿
病
は
、
そ
の
特
有
の
合
併
症
で
あ
る
細
小
血
管
症

が
、
罹
病
年
数
の
増
加
と
と
も
に
出
現
し
て
く
る
宿
命
が

あ
り
、
糖
尿
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
良
否
が
こ
の
発
症
に

大
き
く
関
与
し
て
く
る
が
、
細
小
血
管
症
の
進
展
に
高
血

圧
の
関
与
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
動
脈
硬
化
症
の
合

併
率
も
、
糖
尿
病
で
は
高
率
で
あ
り
、
高
血
圧
を
合
併
し

て
い
る
場
合
は
、
著
明
と
な
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
糖
尿
病
に
高
血
圧
を
合
併
し
て
い
る
場
合
、
単
に

血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
以
外
に
、
代
謝
に
及
ぼ
す
降
圧
剤

の
影
響
を
熟
知
し
た
う
え
、
左
記
の
条
件
を
考
慮
し
て
降

圧
剤
の
選
択
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
①
耐
糖
能
に
悪
影
響
の
な
い
こ
と
、
②
低

血
糖
回
復
を
遅
延
せ
し
め
な
い
こ
と
、
③
脂
質
代
謝
に
悪

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
、
④
腎
血
流
量
を
減
少
せ
し
め

な
い
こ
と
、
⑤
心
機
能
に
悪
影
響
の
な
い
こ
と
、
⑥
狭
心

症
の
発
作
を
予
防
で
き
る
こ
と
、
⑦
自
律
神
経
障
害
の
あ

る
場
合
の
考
慮
、
⑧
そ
の
他
、
な
ど
の
条
件
を
考
慮
し
つ

つ
、
降
圧
剤
の
選
択
お
よ
び
付
加
降
圧
剤
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

　
欧
米
に
お
け
る
降
圧
剤
の
選
択

　
降
圧
剤
の
第
一
選
択
剤
は
、
サ
イ
ア
ザ
イ
ド
系
薬
剤
と
β

－
ブ
ロ
ッ
カ
ー
（
W
H
O
、
一
九
七
八
年
）
、
サ
イ
ア
ザ
イ

ド
（
全
米
合
同
委
員
会
、
一
九
八
○
年
）
、
サ
イ
ア
ザ
イ
ド
・
β

－
ブ
ロ
ッ
カ
ー
（
一
九
八
四
年
）
、
そ
し
て
最
近
で
は
、
高

血
圧
と
糖
尿
病
を
合
併
し
た
場
合
に
は
、
サ
イ
ア
ザ
イ
ド
、
β

－
ブ
ロ
ッ
カ
ー
、
そ
し
て
α
－
ブ
ロ
ッ
カ
ー
、
A
C
E
阻
害

剤
、
鉱
拮
抗
剤
の
い
ず
れ
か
を
患
者
の
背
景
に
よ
っ
て
、

第
一
段
階
の
薬
剤
と
し
て
選
択
す
る
方
法
も
提
唱
さ
れ
て

い
る
（
図
①
）
。

　
降
圧
剤
の
理
論
的
投
与
法

　
降
圧
剤
の
糖
尿
病
に
お
け
る
理
論
的
投
与
法
は
前
述
し

た
が
、
そ
の
う
ち
糖
尿
病
そ
の
も
の
に
対
す
る
降
圧
剤
の

副
作
用
を
表
②
に
示
し
て
い
る
。

　
ま
ず
耐
糖
能
に
つ
い
て
み
る
と
、
サ
イ
ア
ザ
イ
ド
系
薬

剤
は
、
一
般
的
に
低
K
血
症
を
呈
す
る
た
め
耐
糖
能
が
悪
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①降圧剤の選択順位

Stepl 少量の開始

Thiazlde

導

or β一Blocker or

　　Prazosin

Hydrochloride　or
ACE　inhibitor　or

Calcium　Chamel

　　Blocker

導 ・畢・

Step2 血圧のコントロールが不十分のときは増量するが

Step2の薬剤を少量追加

An　Adrenergic・

Inh量b髭玉ng　Agent＊

GrACE　In負ibitor

　or　Calcl口m

C難annd　Blocker

ATh至azide
D量uret重c

AThi3zide
Diuretic

畢 導 畢

Step3 血圧のコントロールが不十分のときは増量

もしくはStep3の薬品を追加

AVasodilator† AVasodi董ator† Aβ一Blocker※

・畢 畢・ 墨

Step4　σ難治性の患者では投与を考慮する

＊このクラスはβ遮断剤、α・β遮断剤、α遮断剤、中枢性・末梢性交感神経抑制剤を含む

†Hydralazinehydr・chloride

※Ca拮抗剤との併用時には注意
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②降圧剤の糖尿病患者に及ぽす副作用

　　　　　　　　　　副作用

分類
耐糖能悪化 低血糖遷延 起立性低血圧 インポテンツ

降
圧
利
尿
剤

サイアザイド系 十
（一！

一 十

非サイアザイド系 一
（一）

一 一～十

ループ利尿剤 一～十
！－／

一～十 一

カリウム保持性利尿剤 ㎜
（一）

一 十

交
感
神
経
遮
断
剤

中枢性交感神経抑制剤

末梢性交感神経抑制剤

一～±

　一

！一）

（一）

十
十
十
十

β1β2遮断剤（ISA（→〉

β1β2遮断剤（ISA伸））

β1選択遮断剤

α遮断剤

α・β遮断剤

ラウオルフィア製剤

一～十

　皿

　一

　『

　一

　一

十
｝
『
『
｝
｝

一
一
一
一
±
｝

十
（
？）

（？）

十
（
？）

十

血管拡張剤 一
（一）

一 十

Ca拮抗剤 一　　一

（一〉

一～十 一

変換酵素阻害剤

　　　－

｝　 十
　
　
i

一

（　）は推定
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化
す
る
。
こ
の
場
合
、
K
の
補
給
を
行
う
こ
と
と
、
大
量

長
期
投
与
を
避
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
非
サ
イ
ア
ザ

イ
ド
系
薬
剤
に
は
、
耐
糖
能
の
悪
化
は
み
ら
れ
な
い
。
ル

ー
プ
利
尿
剤
の
耐
糖
能
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
て
い

る
。
カ
リ
ウ
ム
保
持
性
利
尿
剤
は
耐
糖
能
に
影
響
を
与
え

な
い
。

　
交
感
神
経
抑
制
剤
の
中
枢
性
抑
制
剤
の
う
ち
、
α
－
メ
チ

ル
ド
ー
パ
は
耐
糖
能
に
影
響
し
な
い
が
、
塩
酸
ク
ロ
ニ
ジ

ン
は
、
ま
れ
に
血
糖
が
上
昇
す
る
。
末
梢
性
交
感
神
経
抑

制
剤
は
耐
糖
能
に
影
響
を
与
え
な
い
。
非
選
択
性
β
遮
断

剤
の
う
ち
、
交
感
神
経
刺
激
作
用
（
I
S
A
）
の
あ
る
薬
剤

（
例
え
ば
プ
ロ
プ
ラ
ノ
ロ
ー
ル
）
は
、
耐
糖
能
に
影
響
を
与

え
る
と
す
る
報
告
が
多
い
。
逆
に
I
S
A
の
あ
る
薬
剤
（
カ

ル
テ
オ
ロ
ー
ル
）
は
、
耐
糖
能
に
悪
影
響
は
み
ら
れ
な
い
。
昼

選
択
性
遮
断
剤
も
耐
糖
能
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
α
－
ブ

ロ
ッ
カ
ー
は
、
α
レ
セ
プ
タ
ー
の
刺
激
に
よ
る
イ
ン
ス
リ

ン
分
泌
の
抑
制
を
解
除
す
る
の
で
、
耐
糖
能
を
改
善
せ
し

め
る
か
不
変
で
あ
る
。
α
・
β
遮
断
剤
、
ラ
ウ
オ
ル
フ
ィ

ア
製
剤
、
血
管
拡
張
剤
、
儲
拮
抗
剤
、
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ

ン
変
換
酵
素
阻
害
剤
も
耐
糖
能
に
影
響
を
与
え
な
い
。

　
低
血
糖
の
発
現
を
遷
延
せ
し
め
る
の
は
、
I
S
A
の
あ

る
非
選
択
性
β
遮
断
剤
で
あ
り
、
I
S
A
の
あ
る
非
選
択

性
β
遮
断
剤
、
選
択
性
β
遮
断
剤
、
α
・
β
遮
断
剤
、
α

遮
断
剤
は
、
低
血
糖
症
状
の
回
復
を
遷
延
せ
し
め
な
い
。

　
起
立
性
低
血
圧
は
、
糖
尿
病
患
者
が
自
律
神
経
障
害
を

合
併
し
て
い
る
場
合
、
降
圧
剤
の
選
択
に
は
注
意
す
べ
き

で
あ
る
。

　
次
に
、
日
本
人
の
訴
え
は
そ
の
国
民
性
か
ら
少
な
い
が
、

降
圧
剤
に
よ
る
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
α
遮
断
剤
プ
ラ
ゾ
シ
ン
に
欧
米
で
は
報
告
が
み
ら

れ
る
が
、
日
本
の
報
告
は
な
い
。
ブ
ナ
ゾ
シ
ン
に
つ
い
て

は
報
告
は
み
ら
れ
な
い
。

　
以
上
、
糖
尿
病
の
代
謝
と
合
併
症
に
対
す
る
降
圧
剤
の

選
択
に
つ
い
て
述
べ
た
。

降
圧
剤
と
脂
質
代
謝

　
降
圧
剤
は
、
終
生
に
わ
た
っ
て
投
与
さ
れ
る
薬
剤
で
あ

る
の
で
、
近
年
、
脂
質
代
謝
に
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て
注
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目
を
あ
び
て
い
る
。
紙
数
の
制
限
上
詳
細
は
述
べ
ら
れ
な

い
が
、
サ
イ
ア
ザ
イ
ド
剤
で
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中

性
脂
肪
、
L
D
L
－
C
の
増
加
な
い
し
増
加
傾
向
が
認
め
ら

れ
、
非
サ
イ
ア
ザ
イ
ド
系
、
ル
ー
プ
利
尿
剤
、
ス
ピ
ロ
ノ

ラ
ク
ト
ン
は
影
響
は
少
な
い
。
β
遮
断
剤
で
は
、
I
S
A

作
用
の
な
い
非
選
択
性
薬
剤
、
凧
選
択
性
の
ア
テ
ノ
ロ
ー

ル
は
、
中
性
脂
肪
の
上
昇
、
H
D
L
－
C
の
低
下
な
ど
が
報

告
さ
れ
、
一
方
I
S
A
の
あ
る
遮
断
剤
は
、
脂
質
代
謝
に

対
す
る
影
響
は
少
な
い
。
α
・
β
遮
断
剤
で
は
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
は
低
下
傾
向
、
H
D
L
－
C
は
有
意
な
低
下
（
ラ

ベ
タ
ロ
ー
ル
）
、
血
清
脂
質
に
変
化
は
な
い
（
ア
ロ
テ
ノ
ロ

ー
ル
、
日
本
に
お
け
る
多
施
設
の
成
績
）
と
さ
れ
る
。
α

遮
断
剤
は
、
脂
質
代
謝
改
善
効
果
の
報
告
が
多
く
、
長
期

予
後
の
点
よ
り
期
待
さ
れ
て
い
る
。
舶
拮
抗
剤
、
A
C
E

阻
害
剤
も
、
脂
質
代
謝
に
影
響
は
み
ら
れ
な
い
。

　
一
方
長
期
投
与
に
お
い
て
は
、
サ
イ
ア
ザ
イ
ド
剤
、
β

遮
断
剤
の
脂
質
代
謝
に
対
す
る
悪
影
響
は
な
い
と
す
る
報

告
も
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
ど
の
降
圧
剤
を
投
与
す
る
に

し
て
も
、
定
期
的
に
脂
質
代
謝
に
対
す
る
影
響
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
条
件
と
い
え
る
。
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